
紙製容器 2.9%
段ボール 2.4%
ペットボトル 1.6%
資源ごみ 0.9%
粗大ごみ 1.9%
自己搬入 1.8%

　ごみが微増しています。今後とも，ごみの減量や資源ごみの分別の徹底など，市民の皆様のご協力をお

　願いします。
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「旭川ごみ通信」では,ごみに関する情報を,町内会の皆様にお届けします。

ごみの増減
　平成２４年度の家庭ごみ排出量は，平成２３年度と比べて大きな変化はありませんでしたが，全体的に

特集　ごみ処理の現状

過去５年間の家庭ごみの排出量

ごみの内訳
平成２４年度に旭川市内で排出された家庭ごみは７４，４６０トン（下図：家庭ごみの内訳）

　　　　　　　　　　　　※資源ごみの内訳は,乾電池・蛍光管・廃食用油・布類・小型家電等です。
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プラスチック製容器包装 7.9% 

缶・びん・紙パック・家庭金物 

6.7% 



　この収入は，プラスチック製容器包装等のリサイクル費用の貴重な財源として活用しています。

　資源売却等収入は減少したものの,市民の皆様のご協力により,プラスチック製容器包装やペットボトル

などの異物混入や汚れが少なく,分別が優れているため,公益財団法人日本容器包装リサイクル協会から,

平成2３年度（約11億３,６00万円）との比較では,約８,４00万円の減額となりました。

　　ごみに関する収入

  総額　約10億5,200万円 【平成24年度実績】

  総額　約38億9,900万円 【平成24年度実績】

　平成2４年度ごみ処理費用の総額は,約3８億９,９00万円であり,平成2３年度（約39億1,200万円）

　ごみ処理費用を市民１人当たりで換算すると,年間で11,1０２円となり,平成2３年度（11,111円）と

の比較では,1人当たり年間９円の減額となりました。

との比較では,約１,３00万円の減額となりました。

　減額の主な理由は，収集運搬費用や, 埋立処理の効率化などによるものです。

再商品化合理化拠出金（平成2４年度 １,４７0万円）が支払われました。

　平成２４年度のごみに関する収入は,約1０億５,２00万円であり,処理費用全体の約４割を補っています。

　ごみ処理にかかる費用と資源物の売却益

　旭川市のごみ処理費用

収集 

16億2,000万円 

焼却 

8億8,300万円 
埋立 

10億0,800万円 

プラスチック製容器包装 

1億3,800万円 

廃食用油・剪定枝・布類 

1,000万円 

ペットボトル 

5,900万円 

乾電池・蛍光管 

800万円 

紙製容器包装 

5,300万円 

空き缶・空きびん・紙パック・家庭金物・リターナブルびん・布類 

小型家電・古紙・新聞・雑誌・金属類・プラスチック製品・傘 

1億2,000万円 

ごみ処理手数料等 

8億4,900万円 
資源売却等 

2億300万円 

内訳 

指定ごみ袋手数料 

 5億2,800万円 

事業系ごみ搬入手数料等 

2億8,500万円 

資源売却等 

2億300万円 

粗大ごみ手数料等 3,600万円 

収集運搬費用 

前年（Ｈ23年度）比 

-200万円 

焼却費用 

前年（Ｈ23年度）比 

＋1,500万円 

埋立費用 

前年（Ｈ23年度）比 

-1,200万円 

※処理費用には,業務委託,施設等の減価償却費, 

 職員の人件費などを含みます。 



とご協力をお願いします。

※　詳細は旭川市クリーンセンター（電話　36－2213）までお問い合わせください

　旭川市の平成2３年度のリサイクル率は，全国平均（20.４%）を上回っており，中核市４0市の中では

１３位と上位に位置しています。

　今年度からは木質系廃棄物の拠点回収を実施し，バイオマス燃料としての使用を目指しています。

　引き続き，新たな分別や資源化に向けた調査・研究を行ってまいりますので，今後も，皆様のご理解

■リサイクル率の目標【平成２７年度までに２５％,３２年度までに３０％へ上げる】

　本計画の最終年度（平成３２年度）の目標を達成するためには,１人１日当たりの排出量を,現在の9４６

グラムから800グラムに減量する必要があり,市民や事業者の皆様と協力しながら,ごみの削減を進めてま

いります。

　ごみ処理等の数値目標

　旭川市では，ごみ処理基本計画において,ごみの排出量の削減などの数値目標を立てています。

　この計画は，市民・事業者と市が目的や情報を共有したうえで取組みを進めることが重要となります

ごみの総排出量目標

ので，引き続き清掃指導員の地域との連携や，ごみ情報誌等の配布などの取組を進めてまいります。
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※Ｈ２４年度は，端数処理により総排出量と各項目が一致しません 




